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（裏面へ）

防災拠点施設（河川公園）
予定箇所

1．防災拠点施設の整備をします。

平成２５年７月の豪雨により被災した名賀川沿いでは現在復旧工事を進めていますが、
白井地区のＪＲ山口線と近接している広場について、交流の場を兼ねた防災拠点施設とし
て整備することになりました。

２．意見交換会を開催しました。

防災拠点施設（河川公園）を整備するにあたり、特に利用される機会の多い地元の方々と３回に
わたり意見交換会を開催しました。

第１回意見交換会 （H27.9.10）
この日は、防災拠点施設をどんなふうにしたいのか、どうなったら良いか、昔この川
でどんなことをしていたのかなど、参加していただいたみなさんの思いや要望を図面に
貼っていただきました。

防災拠点施設（河川公園）
予定箇所

ＪＲ山口線

図面は、みなさんの要望や意見で埋め尽くされました。

○川に下りて遊べるように。
○舗装は自然な風合いの色。
○芝生のところを作って。
○入り口は２箇所欲しい。
○川の中に飛び石を。
○魚が住めるようにして。
○周囲に低木を植える。
など沢山の要望がありました。
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第３回意見交換会 （H28.2.2）

第２回意見交換会 （H27.11.5）

これからの進め方
この地区の河川護岸は、ＳＬが走る景観を損なわない
ように自然石を積んでいます。
また、今回計画している防災拠点施設は、災害発生時
に避難場所や資材調達の場として整備しますが、普段は
ここを訪れる方と地域の方々との交流や憩いの場として
活用していただくことを望んでいます。
よりよいものを作るために、引き続きみなさまのご意
見を伺いたいと思いますので、よろしくお願いします。

護岸について、緩やかな
階段と、車が川辺に降り
られる幅３ｍのスロープ
を設置することが決まり
ました。

東屋やベンチなどの配置や、駐車スペース
の規模や位置、出入り口の場所などについ
てご意見・ご要望を伺いました。

前回いただいた意見
が実現できそうかどう
かの検討や、護岸の形
などについて意見交換
を行いました。

護岸は、いただいたご意見
に基づいて完成しました。

現在 （H28.2）

この日は、防災拠点施設（河川公園）
計画案の平面図上に車、東屋、ベンチな
どの模型を置いてどのようにスペースを
活用するのかなどについて意見交換を行
いました。


